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の夢はエンジニア、医者、クリケット選手と相場が決まっているが、実はインドのクリケット界は政界と並ぶダーティーさで悪名高い。試合結果が賭博の対象になり、報酬を受け取った選手が八百長をする事件が後を絶たない。スタとなった選手たちは 傲慢な言動や貧しい過去を忘れた金満生活ぶりでファンの反感 買う。地域、州から国レベルの協会、果て 国際クリケット評議会（ＩＣＣ）までが、役職を占めるインドの政治家や財界人、裏世界の実力者たちの政争や利権争奪の場にされている。この原稿執筆の時点で、八百長事件への連座疑惑で資格停止中のインド・クリケット協会の前会長が、ＩＣＣ 会長を務めているのだ！　
こうした関係者が目先の試合結
果や利益 けを追い、競技 セオリーが忘れられ、選手育成や将来への展望を欠いた球界から クリケットを真に愛するファンが離れ始めているともいわ る。インドは二〇一一年ワ ルドカップに優勝、一五年大会も予選全勝で優勝間違いなしと鼻息荒かったが、準決勝でオーストラリアに大惨敗を
喫する。大会のベストメンバーにインド選手は一人も選ばれなかった。ファンはこの事実をどう受け止めているだろうか。●クリケットの先には　
経済発展とグローバル化のなか
で育った若い世代には、スポーツへの姿勢も含めて価値観 変化がみられる。テニス女子のサニア・ミルザー、バドミントン女子のサイナ・ネヘーワル（世界ランク一位） 、 ボクシング女子のメアリー ・コム（ロンドン五輪銅メダル）らの世界的成功が、本気でスポーツに取り組む若者や、子どもにやらせてみようという親を増殖させサッカー（フットボール）未開の地といわれたインドでも欧州や南米リーグの中継が ァンを拡大している。しかもサッカーに入れ込むのは富裕層の子弟に目立つ。高額な専門チャンネルが視聴でき、学校ではサッカー・クリニックが開講され、本場に観戦にも行ける。インドでは今や母国イギリスとは逆に、クリケットの方がよほど大衆スポーツなのかもしれな 。（せきぐち
　
まり／亜細亜大学、
大妻女子大学、淑徳大学非常勤講師）
インドと南アジア各国、オーストラリアの代表ジャージと観戦グッズ（筆者所蔵）
